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令和７年度 島田市総合計画市民意識調査の結果について（報告） 

 

１ 調査の概要 

市民意識を調査し結果の経年変化を分析することにより、施策の評価や総合計画の進捗管理の基

礎資料とすることを目的とする。 
 

調査対象：市内在住の18歳以上の男女2,500人 実 施 期 間：令和７年６月23日～７月６日 

調査方法：郵送調査法（WEB回答も可） 有効回収数：1,138票（前回1,176票） 

抽出方法：住民基本台帳より無作為抽出 有効回収率：45.5％（前回47.0％） 

                       ※WEB回答数は331件（前回268件） 

 

 

２ 調査結果 

●島田市での暮らしについて 

島⽥市に対する好感度について、73.3％が『島⽥市のことが好き』と回答しています。 
「とても好き」14.9％、「まあ好き」58.4％を合わせると73.3％となりました。前回結果（75.

2％）と比較して1.9ポイント低くなりましたが、令和３年度以降、７割を超える⽔準を維持してい
ます。 
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島⽥市の住みごこちについて、85.2％の人が『住みよい』と回答しています｡ 
「住みよい」24.3%、「まあ住みよい」60.9%を合わせると85.2%となりました。前回結果

（86.4%）と比較して1.2ポイント低くなっておりますが、調査を開始した平成25年度以降、８割
を超える⽔準を維持しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考：県内他市調査結果＞ 

・焼津市（R6） 

設問「あなたにとって、焼津市は暮らしやすいところですか、それとも暮らしにくいところですか。」 

『暮らしやすい』71.2％（内訳：「暮らしやすい」29.7％、「どちらかといえば暮らしやすい」41.5％） 

・菊川市(R7) 

設問「総合的に見て、菊川市は住みよいところだと感じますか」 

『住みやすい』87.6％（内訳：「住みやすい」25.8％、「どちらかといえば住みやすい」61.8％） 

・掛川市(R7) 

設問「あなたにとって掛川市は住みやすいところですか」 

『住みやすい』80.6％（内訳：「とても住みやすい」20.1％「どちらかと言えば住みやすい」60.5％） 

 
島⽥市への定住意向について、75.3％が『これからも島⽥市に住み続けたい』と回答しています。 
「今の場所で住み続けたい」68.6%、「市内の別の場所で住み続けたい」6.7%を合わせると、

75.3%となりました。前回結果（76.4%）と比較して1.1ポイント低くなりましたが、調査を開始
した平成25年度以降、７割を超える⽔準を維持しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考：県内他市調査結果＞ 

・焼津市(R6) 

設問「あなたは、これからも焼津市に住み続けたいと思いますか。」 

『住み続けたい』74.6％（内訳：「住み続けたい」40.1％、「どちらかといえば住み続けたい」34.5％） 

・菊川市(R7) 

設問「今後も菊川市に住み続けたいと思いますか」 

『住み続けたい』62.3％ 

・掛川市(R7) 

設問「今後も現在の場所に住み続けたいと思いますか」 

『住み続けたい』84.7％（内訳：「今のところにずっと住み続けたい」73.5％、「市内の別の場所に移り住みたい」

11.2％） 
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●島田市の取組に対する満足度と重要度について 

満⾜度（点数）が⾼いのは、13年連続で「ごみの分別・収集」です。重要度（点数）が⾼いの
は、13年連続で「医療の充実」です。満⾜度、重要度ともに点数が⾼い取組は、前回結果と同様と
なりました。 

 満足度 （）内は前回順位 重要度 （）内は前回順位 

第１位 ごみの分別・収集（１位） 医療の充実（１位） 

第２位 資源のリサイクル（２位） 地震・水害など災害に強いまちづくり（２位） 

第３位 健康の増進（３位） ごみの分別・収集（３位） 

順位は右ページのとおり、38の取組について、満足度（重要度）の回答をそれぞれ以下の基準で点数化し、その平均値 

を計算した指標で順位付けをしました。 

【点数基準】 

満足（重要） ５点 不満（重要ではない） －５点 

やや満足（やや重要） ３点 やや不満（あまり重要ではない） －３点 

分からない ０点   

 

＜重点取組エリア（※）に分類される項目の経年変化＞ 

重点取組エリアに分布する取組は前回結果から変化はありません。 
「(29)主要な道路の整備」は、重要度が上昇したため、重点取組エリアの最上部に位置していま

す。また、「(14)魅⼒ある商店街づくりなどの商業振興」は５年連続で重点取組エリアの左隅に位
置しています。 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
※「重点取組エリア」とは、各取組の満足度・重要度に応じた散布図を作成した際、満足度が全体の平均値よりも低く、 

重要度が全体の平均値よりも高いエリアのことを言います。 

 

＜満足度・重要度の平均値の推移＞ 

満⾜度の平均値については、前回結果（0.1
8）から0.12ポイント減少し、0.06ポイント
となりました。 

重要度の平均値については、前回結果（2.7
3）から0.18ポイント増加し、2.91ポイント
となりました。 

重要度の平均値が上昇し、満⾜度の平均値が
下降していることは、市⺠の市の施策に対する
期待の⾼まりを表していると考えられます。 

満足度 

重
要
度 
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＜参考：満足度・重要度 平均値一覧表＞ 
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●今後の行政運営について 

島⽥市の⾏政運営について今後望むことについては、「公共施設の効率的な活⽤」と回答する割
合が最も⾼くなっています。 

「公共施設の効率的な活⽤」は直近５年間においても第１位に位置しています。近年、減少傾向
にあった「市の組織のスリム化」がやや増加、「窓口対応サービスの向上」が減少傾向にありま
す。 

 

 

 

 

  

令和７年度 
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●市民の幸福感について 

市⺠の幸福感を点数化すると、平均7.1点/10点満点（全国平均6.49点）でした。 
前回結果と比較し0.2ポイント⾼くなりました。なお、回答のばらつき（分散）は例年並みで、平

均点を境に前後の得点、５点、６点、７点、８点に回答がまとまる傾向が継続しています。また、
男性の平均点よりも、⼥性の平均点の⽅が⾼い傾向に変わりはありません。(男性6.9点 ⼥性7.2
点) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

平均点
（無回答を除く）

令和７年度 7.1

令和６年度 6.9

令和５年度 6.9

令和４年度 7.0

令和３年度 6.8

令和２年度 6.7

令和元年度 6.5

平成30年度 6.6

平成29年度 6.6

平成28年度 6.6

平成27年度 6.7

平成26年度 6.6

静岡県※１ 令和６年度 6.74

全国※２ 令和６年度 6.49

島田市

※１ 令和６年度静岡県幸福度に関する県⺠意識調査 

※２ 地域幸福度（Well-Being）指標 令和６年度全国調査結果 
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●浜岡原子力発電所について 

浜岡原⼦⼒発電所については、33.1％が『再稼動すべきでない』、45.9％が『再稼動してもよ
い』と回答しました。 

令和４年度に『再稼働すべきでない』と『再稼働してもよい』の比率が逆転しました。前回結果
と比べて『再稼働してもよい』が0.9ポイント減少、『再稼働すべきでない』が1.4ポイント増加と
なっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●リニア中央新幹線の建設工事について 

建設⼯事に伴う⼤井川の流量減少予測への対策について、63.4％が『不安を感じている』と回答
しました。 

『不安を感じている』は、前回結果（62.2%）と比べて1.2ポイント⾼くなっています。また、
『不安を感じない』と回答した人は21.3％となり、前回結果（21.0%）と比べて0.3ポイント⾼く
なっています。 
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１.島田市の住みごこちや幸福感について 

■島田市を住みよいと感じる人は約９割 

島田市の住みごこちは、「住みよい」と「まあ住みよい」の回答を合わせた『住みよい』が

85.2％となっています。 

■島田市に住み続けたい人は約８割 

島田市での定住意向は、『住み続けたい』（「今の場所で住み続けたい」＋「市内の別な場所

で住み続けたい」）が75.3％となっています。 

■島田市が好きな人の割合は約７割 

島田市に対する好感度は、『好き』（「とても好き」＋「まあ好き」）が73.3％となっていま

す。一方、『好きでない』（「あまり好きでない」＋「とてもきらい」）は3.5％となっています。 

■主観的幸福感の平均点は 7.1 点 

幸福感の平均点は7.1点となっており、全国の調査結果（地域幸福度（Well-Being）指標 令和

６年度全国調査結果）の6.49点を上回っています。性別にみると、男性が6.9点、女性が7.2点と、

女性の方が男性よりも0.3 点高くなっています。 

 

 

２.島田市の現状への「満足度」と今後の「重要度」について 
※島田市が実施する全38項目の取組について、それぞれの満足度と重要度を点数化し、その平均値を 

比較することで評価しています。 

■防災・福祉・健康への取組 

「(3)医療の充実」の重要度が最も高い 

満足度は、「(2)健康の増進」が最も高く、1.78点となっています。一方、最も低いのは「(5)

障害者が生活しやすい環境づくり」で-0.12点となっています。 

重要度は、「(3)医療の充実」が全38項目中最も高く、4.18点となっていますが、「(1)地震・

水害など災害に強いまちづくり」も4.14点と全項目中２番目に高くなりました。 

ポートフォリオ分析では、全項目が、【Ⅰ重点取組エリア】もしくは【Ⅱ継続取組エリア】に

属しています。 

■子育て・教育への取組 

「(6)保育環境の充実や子育てへの支援」の重要度が最も高い 

満足度については、「(6)保育環境の充実や子育てへの支援」が0.49点と最も高くなっています。 

重要度についても、「(6)保育環境の充実や子育てへの支援」が最も高く3.49点となっています。

全項目が、【Ⅱ継続取組エリア】もしくは【Ⅳ取組検討エリア】に属しています。 

＜調査結果の概要＞ 
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■経済・産業への取組 

「(11)雇用の確保・創出」の重要度が最も高い 

満足度は、全項目で平均値を下回っていますが、「(14)魅力ある商店街づくりなどの商業振興」

が最も低く-2.48点となっています。 

重要度は、「(11)雇用の確保・創出」が最も高く、3.39点となりました。 

全項目が、【Ⅰ重点取組エリア】もしくは【Ⅲ取組強化エリア】に属しています。 

■環境・自然・生活への取組 

「(18)ごみの分別・収集」の満足度・重要度が高い 

満足度は、「(18)ごみの分別・収集」が昨年度に続き全38項目中最も高く3.42点となっていま

す。一方、「(22)公共交通機関の充実」の満足度が最も低く-1.60点となりました。 

重要度も、「(18)ごみの分別・収集」が最も高く4.10点となっています。 

■歴史・文化・地域への取組 

全項目が「Ⅲ取組強化エリア」「Ⅳ取組検討エリア」に属している 

全項目で、大きな差は見られず、いずれも【Ⅲ取組強化エリア】もしくは【Ⅳ取組検討エリア】

に属しています。 

■都市基盤への取組 

「(30)上水道の整備」の満足度が最も高い 

満足度は、「(30)上水道の整備」が1.22点と最も高く、「(32)心地よい景観の形成」も平均値

を上回っています。 

【Ⅰ重点取組エリア】には、「(29)主要な道路の整備」と「(28)住宅地の整備や良質な住まい

づくり」が属しています。 

■行財政への取組 

「(35)市の財政の健全運営」の重要度が最も高い 

満足度は、「(36)情報公開など行政の透明性の向上」が0.16点と他の項目に比べやや高くなっ

ています。 

重要度は、「(35)市の財政の健全運営」が最も高く3.40点となっています。 

 

 

３.今後の市政の取組について 

■今後の行政運営に望むことは「公共施設の効率的な活用」が約４割 

今後の行政運営に望むことについては、「公共施設の効率的な活用」が最も高く40.8％、次い

で「公共事業の見直し」の25.5％、「窓口対応サービスの向上」の25.4％、「市の組織のスリム

化」の25.1％となっています。 
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４.デジタルの活用について 

■インターネット利用で主に使用する機器は「スマートフォン」が約６割 

インターネット利用時に主に使用する機器について、「スマートフォン」が56.1％と最も高く

なっています。 

■「スマートフォン」の保有率は約８割 

機器の保有について、「スマートフォン」が80.5％と最も高くなりました。 

■利用率が最も高いインターネット機能・サービスは「地図・ナビゲーション」で約７割 

利用したインターネットの機能・サービスについて、「地図・ナビゲーション」が68.8％と最

も高く、次いで「情報検索・ニュース」の63.9％となりました。 

■市への手続き申請を行う際に利用したい手段は「インターネット」が約５割 

島田市への手続き申請で利用したい手段として、「スマートフォン・パソコンなどでインター

ネットを利用して申請」が47.8％と最も高く、次いで「市役所窓口で申請」の36.0％となりまし

た。 

■申請に対する通知の受取手段については「どちらの手段で申請しても紙で通知が欲しい」が 

約５割 

島田市からの通知を受け取るために利用したい手段として、「インターネット、紙、どちらの

手段で申請したとしても、紙で通知が欲しい」が45.4％、次いで「インターネットで申請したも

のについては、インターネットで通知が欲しいが、紙を使用した申請（市庁舎の窓口、郵送）に

ついては、紙で通知が欲しい」の29.5％となりました。 

■デジタル化により期待する効果は「必要な情報が入手しやすくなる」が約７割にのぼる 

デジタル化の進展により期待する効果について、「必要な情報が入手しやすくなる」が74.4％

と最も高く、次いで「生活が便利になる」の52.4％となりました。 

■デジタル化の進展による不安は「個人情報などの情報漏えいのリスクが高まる」が約７割 

デジタル化の進展により感じる不安として、「個人情報などの情報漏えいのリスクが高まる」

が67.6％と最も高く、次いで「情報セキュリティなどの対策の必要性が生じる」の57.1％、「情

報通信技術の恩恵を受けられる人と受けられない人の情報格差や経済格差が広がる」の56.2％と

なりました。 

■デジタル技術の活用で期待するのは「行政サービスは手続きのオンライン化」が約４割 

デジタル技術の活用について期待する取組は、「行政サービスや手続のオンライン化」が

43.8％と最も高く、次いで「発災時における情報伝達の迅速化」の39.5％、「高齢者の見守り支

援システムの導入」の31.2％となりました。 
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■マイナンバーカードを活用したサービスについて「健康保険証、母子手帳等と連携した健康・ 

医療情報管理」を望むのが約５割 

マイナンバーカード活用によるサービスとして望むことは、「健康保険証、母子手帳等と連携

した健康・医療情報管理」が47.7％と最も高く、次いで「市役所へのオンライン申請」の44.4％、

「発災時の避難所における個人の識別」の42.3％となりました。 

■デジタルの力により生活利便性が向上したと思う人は約６割 

デジタルの力による生活の利便性向上について「思う」が55.4％で、令和３年度以降、５割以

上の数字を維持しています。 

 

５.島田市の情報発信について 

■「島田市は情報発信力がある」と思う人が減少 

島田市に情報発信力があると思う人の割合は、令和６年度より減少しており、過去４年と比較

して最も低くなっています。 

■「島田市緑茶化計画」を知っている人は約８割。認知経路は「広報しまだ」が約６割 

島田市緑茶化計画について、「名称だけは知っている」が69.0％と最も高く、次いで「名称も

内容も知っている」の16.0％となっています。 

認知経路については「広報しまだ」が62.4％と最も高く、次いで「島田市ホームページ」の

34.4％、「島田駅の装飾」の33.7％となっています。 

■緑茶を愛する度合い“100％”とした人は約２割 

緑茶を愛する度合いについて、「100％」が24.2％と最も高く、次いで「80％」の19.8％となっ

ています。全体平均は72.9％となっています。 

■「広報しまだ」を読んでいる人は約７割 

広報しまだを『読んでいる』（「毎月読んでいる」＋「たまに読む」）は72.0％となっていま

す。一方、「全く読まない」は25.3％で、前回結果の20.7％から増加しています。 

■「広報しまだ」でよく読まれているテーマは「しまだ情報」が約６割 

広報しまだでよく見られているテーマは「しまだ情報（お知らせ）」が63.4％と最も多く、次

いで「表紙」54.0％、「特集記事」45.1％となっています。 

■「広報しまだ」でもっと充実すべき情報は「イベント情報」で約２割 

広報しまだでもっと充実すべきと思う情報は、「イベント情報」が23.8％と最も多く、次いで

「補助金・助成金事業」20.4％、「市の施策」18.9％となっています。 
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■島田市の情報源で最も多いのは「広報しまだ」で約７割 

島田市の情報の入手先について、「広報しまだ」が70.0％と最も高く、次いで「回覧板」

36.0％、「市公式LINE」29.3％となりました。 

■「ＦＭ島田」の聴取経験者は約５割。聴取経験者の６割が「運転中」。 

ＦＭ島田を『聴いている』（「毎日聴いている」＋「週数回聴いている」＋「月数回聴いてい

る」＋「聞いた事はある」）が47.6％となっています。 

ＦＭ島田を聴く場面は、「運転中」が56.9％と最も多く、次いで「在宅中」の29.4％、「外出

先」の13.5％となっています。 

■「ＦＭ島田」の聴取未経験者が最も期待する情報は「災害情報」で約４割 

ＦＭ島田を聴いたことがない人において、ＦＭ島田で聴きたい内容は「災害情報」が44.1％と

最も多く、次いで「地域の話題」の37.5％、「交通情報」と「音楽番組」の24.6％となっていま

す。 

 

６.島田市の観光に関することについて 

■観光客を受け入れることについて「好ましいと思う」が約８割 

観光客を受け入れることについて好ましいと思うかについて、「そう思う」が 67.0％と最も高

く、「特にそう思う」の16.7％と合わせると、『好ましいと思う』人は83.7％となっています。 

■島田市の観光に対する取組について「好ましいと思う」は約６割 

島田市の観光に関する取組について、『好ましいと思う』（「特にそう思う」＋「そう思う」）

は55.4％で、前回調査の58.8％よりやや減少しています。 

■観光に対する取組が将来の島田市に「良い影響を与えていると思う」は約６割 

観光に対する取組が与える島田市の将来への影響について、『よい影響を与えると思う』は合

わせて56.9％で、前回調査の58.4％よりやや減少しています。 

■住まいの地域において「活気」「経済効果」を実感しているのは約３割、「今後の観光による 

地域活性化の取組への期待」は約７割 

観光客による「地域の活気」と「経済効果」について、それぞれ34.4％、35.7％と３割以上の

人が実感を持っています。また、市の今後の「観光による地域活性化の取組」について、69.0％

の人が期待しています。 
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７. 新東名島田金谷ＩＣ周辺のまちづくりについて 

■新東名島田金谷ＩＣ周辺のまちづくりについて「知っている」が約６割 

新東名島田金谷ＩＣ周辺のまちづくりについて、『知っている』と答えた人は合わせて57.4％

となっています。 

■新東名島田金谷ＩＣ周辺のまちづくりが「市にとってプラスになると思う」が約６割 

新東名島田金谷ＩＣ周辺のまちづくりについて、『市にとってプラス』と回答した人は合わせ

て67.8％となっています。 

■「今までよりも便利になると思う」が約５割 

新東名島田金谷ＩＣ周辺のまちづくりについて、『今までよりも便利になると思う』と回答し

た人は合わせて50.5％となっています。 

■「市が活性化する」が約６割 

新東名島田金谷ＩＣ周辺のまちづくりについて、『市が活性化する』と回答した人は合わせて

56.6％となっています。 

■「行政だけではまちづくりはできないことがある」が約８割 

新東名島田金谷ＩＣ周辺のまちづくりについて、『行政だけではまちづくりはできないことが

ある』と回答した人は合わせて75.5％となっています。 

■「自分もまちづくりに協力したい」が約３割 

新東名島田金谷ＩＣ周辺のまちづくりについて、『自分もまちづくりに協力したい』と回答し

た人は合わせて33.6％となっています。 

 

８.島田市の福祉環境について 

■島田市の福祉環境が「よいと思う」は約１割 

島田市の福祉環境（障害者や生活困窮者への支援状況や生活環境等）について、『よいと思う』

（「特にそう思う」＋「そう思う」）が12.1％となっています。 

 

９.島田市の介護サービス環境について 

■島田市の介護サービス環境についてが「よいと思う」は約２割 

島田市の介護サービスについて、『よいと思う』（「そう思う」＋「特にそう思う」）と答え

た人は16.8％、『よいと思わない』（「そう思わない」＋「特にそう思わない」）は14.2％とな

っています。 
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10.消費生活について 

■消費生活センターの業務を知っている人は約３割 

消費生活センターの業務について、『知っている』（「全て知っている」＋「だいたい知って

いる」）と答えた人は29.8％となっています。 

■消費生活トラブルの際に消費生活センターを利用した人は１割に満たず 

消費生活センターを利用した人は、「利用し、全面・一部解決につながった」の4.9％と「利用

したが、全く解決しなかった」の1.9％を合わせて6.8％となっています。 

■消費者として心がけているのは「商品やサービスに関する表示や説明をよく理解した上で、 

選択する」が約６割 

消費者として心がけていることについては、「商品やサービスに関する表示や説明をよく理解

したうえで、選択する」が60.5％と最も高く、次いで「個人情報の管理について理解し、適切な

行動をとる」の28.8％、「ライフステージや経済状況の変化等、将来を見通した生活設計を考え

る」の20.4％となっています。 

 

11.健康に関することについて 

■健康についての興味・関心として特に高いのは「病気」と「食事」が約７割 

健康について興味・関心があることについて、「病気」が73.3％と最も高く、次いで「食事」

の70.6％と、「運動」の63.7％、「心の健康」の40.7％となっています。 

■「適塩」の認知度は約５割 

「適塩」について『知っている』（「言葉も内容も知っている」＋「言葉だけは知っている」）

は54.8％となっています。 

■「ヘルしろう」の認知度は１割に満たない 

『知っている』（「名前を知っていて、見たこともある」＋「名前は知っているが、見たこと

はない」）は7.6％、『見たことはある』（「名前を知っていて、見たこともある」＋「見たこと

はあるが、名前は知らなかった」）は11.7％となっています。 

■年間の歯科検診受診率は約６割 

歯科検診を受診している人は55.8％、していない人は42.3％となっています。前回調査と比較

して、受診している人は5.7ポイント増加しています。 

■かかりつけ医がいる人は約８割 

かかりつけ医の有無は、「いる」が75.5％、「いない」が22.3％となっています。 
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12.環境に関することについて 

■家族や友人と話し合うのは「資源循環」「エネルギー」についてが３割以上 

環境問題や環境を守ることについて話し合っている内容は、「資源循環（生ごみたい肥化・リ

サイクルなど）」が36.6％、「エネルギー（省エネ・再エネ）」が33.7％と高くなっています。 

■環境のためにごみを減らす努力をしている人は約５割 

環境のためにごみを減らす努力について、「している」人が51.2％と約半数を占めています。 

■食事における脱炭素型ライフスタイルへの取組をしている人は約９割 

食事における脱炭素型ライフスタイルの取組をしている人は、合わせて86.2％と多く、「して

いない」は11.7％となっています。 

■移動における脱炭素型ライフスタイルへの取組をしている人は約６割 

移動における脱炭素型ライフスタイルの取組をしている人は、合わせて57.8％と多くなる一方

で、「していない」も38.0％となっています。 

■住居における脱炭素型ライフスタイルへの取組をしている人は約３割 

住居における脱炭素型ライフスタイルの取組について、「している」人は25.0％となっています。 

 

13.島田市議会に関することについて 

■島田市議会に関心がある人は約４割 

市議会について、「関心があり、知っているため、議会（傍聴、映像配信など）を見たことが

ある」は3.6％、「関心があり、知っているが、議会（傍聴、映像配信など）を見たことがない」

は33.2％となっており、合わせると『関心がある』は36.8％となりました。 

■「しまだ議会だより」を読んでいる人は約７割 

しまだ議会だよりを「毎号読んでいる」が18.3％、「たまに読む」は47.3％となっており、

『読んでいる』人が65.6％となりました。 

 

14.浜岡原子力発電所に関することについて 

■「原子力災害広域避難計画」の認知度は約３割 

原子力災害広域避難計画の認知度は、「知っている」が25.8％、「知らない」が71.2％となり

ました。 

■原子力災害が起きた際の避難先、避難経路の認知度は約２割 

原子力災害時の避難先、避難経路の認知については、「知っている」が21.0％、「知らない」

が76.2％となりました。 
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■浜岡原子力発電所の再稼働を容認する人は約５割 

浜岡原子力発電所の再稼働について、「対策工事が完了し、国が安全であると認めた場合は再

稼働してもよい」が40.0％となり、「今の段階で再稼働をしてもよい」5.9％と合わせて45.9％と

なりました。 

■今後の原子力発電の在り方について全廃すべきと考える人は約５割 

「すぐにでも全廃すべき」の10.5％と「段階的に減らしていって、いずれは全廃すべき」が

38.2％を合わせて48.7％が全廃すべきと考えています。「安全性の向上を図り、活用すべき」が

44.6％となりました。 

 

15.リニア中央新幹線の建設工事について 

■リニア中央新幹線建設工事に伴う大井川の流量減少予測への対策について「不安を感じる」が 

約６割 

リニア中央新幹線建設工事に伴う大井川の流量減少予測への対策について、『不安を感じてい

る』（「大いに不安を感じている」＋「不安を感じている」）が63.4％となっており、前回結果

の62.2％よりやや増加しています。 

 

16.男女共同参画社会について 

■女性の社会進出を「推進すべき」と考える人は約８割 

女性の社会進出について、『推進すべき』（「大いに推進すべき」＋「推進すべき」）が

79.1％となっています。一方、『推進すべきだと思わない』（推進すべきだとあまり思わない」

＋「推進すべきだとまったく思わない」）は8.0％となっています。 

■職場で男女が「平等である」と考える人は約２割 

職場での男女平等について、『男性が優遇されている』（「男性が非常に優遇されている」＋

「どちらかといえば男性が優遇されている」）は45.8％、「平等」は19.2％、『女性が優遇され

ている』（「女性が非常に優遇されている」＋「どちらかといえば女性が優遇されている」）は

9.2％となっています。 

■「性別役割分担意識」という考え方について反対の人は約６割 

「男は仕事、女は家庭」に代表される「性別役割分担意識」という考え方についてどう思うか

について、『反対』（「反対」＋「どちらかといえば反対」）は58.1％、『賛成』（「賛成」＋

「どちらかといえば賛成」）は18.4％となっています。 
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17.多様な性のあり方について 

■ＳＯＧＩについて「知らない」人が約７割 

SOGI（性的指向と性自認）について、「知らない」が73.0％と最も高くなっています。 

■ＬＧＢＴＱについて「言葉も内容も知っている」人は約４割 

LGBTQ（性的マイノリティ）について、「言葉も内容も知っている」が37.9％と最も高く、次い

で「言葉だけは知っている」の36.1％となっています。 

■多様な性のあり方への理解促進などの取組が「必要」は約６割 

多様な性のあり方への理解促進などの島田市の取組について、「今後必要になると思う」が

49.7％と最も高く、「今すぐ必要だと思う」の12.2％を合わせると、61.9％の人が『必要』と考

えています。 

■必要な取組は「多様な性のあり方について相談できる窓口の設置」が６割 

多様な性のあり方への理解促進などの島田市の取組で必要だと思うものは、「多様な性のあり

方について相談できる窓口の設置」が60.0％と最も高く、次いで「教育の充実」の57.6％となっ

ています。 

 

18.ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）について 

■ＳＤＧｓについて「名称も内容も知っている」人が約４割 

SDGsについて、「名称も内容も知っている」が45.4％と最も高く、次いで「名称だけは知って

いる」の33.3％となっています。 

■ＳＤＧｓに関する行動を「している」人は約７割 

SDGsに関する行動について、「している」が74.1％、「していない」が25.1％となっています。 

 


